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イノベーション・ハブの取り組みについて
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「競争力強化に関する研究会」発足の経緯

１．問題意識

 わが国の産業は「⾼度な技術」を有している⼀⽅、⾰新的な成⻑モデルが⽣まれにくいのはなぜかと
問われることが多い。当⾏のアンケート調査でも「競争⼒強化に向け、新製品・サービスの開発・設
計に注⼒しつつ、販路開拓を進める」との声が多く聞かれた。また、⾃社が抱える課題解決のため
「同業他社や異業種企業など外部との連携」に活路を⾒いだそうとする潮流が確認された。

 従来は、円⾼・⼈件費⾼などのマクロ的コスト上昇が競争⼒低下の「戦犯」とされていたが、改めて
振り返るとマクロ経済以外の要因も影響しているのではないかと着目。
企業内部の新事業開発プロセスに焦点を当てた。

 米国で言われている新事業創出を阻害する「死の谷」とは、研究開発段階のベンチャー段階から製品
化につなげるための資⾦不⾜が主因であり、その「処⽅箋」はベンチャーキャピタルによる資⾦提供
であった。しかしながら、⽇本は、内部留保の潤沢な⼤企業が開発から製品化までを⾃前で担うこと
が多く、改めて「⽇本版死の⾕」の本質と「処⽅箋」を議論すべきと考え、本研究会を⽴ち上げ。

→ 成⻑に向けた「分野論」はすでに網羅的になされているところ。
研究会では、成⻑実現に向けた「新たな⽅法論」と「具体的なプロジェクトの実践」を通じ、
マインドセット変革の「運動化」を盛り上げたい。

２．スケジュール

 2012年11月14日 研究会 第１回会合
 2012年12月25日 研究会 第２回会合〔中間とりまとめ〕
 2013年4月1日 大手町イノベーション・ハブ開設
 2013年5〜6月 ワークショップ開催（計３回）
 2013年7月12日 研究会 第３回会合〔報告書とりまとめ〕
 2013年8月9日 企業実務者、研究者、学⽣、新聞記者との⾃由討論会
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協創を阻む「壁」



企業の競争力強化に向けた取り組みへのサポート
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 当⾏の組織アイデンティティ（⻑期性・中⽴性・パブリックマインド・信頼性）を核としつつ、
従前からの知的資産・ネットワークを活かし、大手町イノベーション・ハブを運営

大手町イノベーション・ハブ（iHub）の概要



5

大手町イノベーション・ハブ（iHub） ワークショップ概要

 社会的課題の先になる新たなビジネスの可能性を構想



日程 テーマ 講師

10月28日(月)
13:00〜17:00

デザイン思考とシステム思考

○前野 隆司氏〔慶應義塾大学システムデザイン･マネジメント研究科
教授〕
○保井 俊之氏〔慶應義塾大学システムデザイン･マネジメント研究科
特別招聘教授〕

12月20日(⾦)
13:00〜17:00

集合知の可能性
○紺野 登氏〔KIRO株式会社代表、多摩大学大学院 教授〕
○齋藤ウィリアム浩幸氏〔株式会社インテカー 代表取締役〕

1月24日(月)
13:00〜17:00

知の構造化技術

○堀井 秀之氏
〔東京大学工学系研究科 教授、東京大学i.schoolエグゼクティブ・ディ
レクター〕
○横田 幸信氏〔東京大学i.school ディレクター〕

イノベーション・デザイン・プログラム

 デザイン思考などイノベーションに関連する最新の理論や⽅法論を紹介

 イノベーションの⽅法論研究の第⼀⼈者として幅広く活躍されている講師陣に協⼒いただき、
わが国トップクラスの粋を集めたプログラムとなっています。

 当プログラムは、全体通しでも興味のあるテーマのみ１回でも自由に参加可能
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（参考） 委員・アドバイザー名簿
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（参考） 委員・アドバイザー名簿
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